



























































































































































































































































































































































ち「コンピテンシー」（c o m p e t e n c y ）に対応する行政用語として「資質・能力」という並
列表現を用いたと見ることもできよう。奈須正裕はこの「コンピテンシー」という概念の



























































　例えば“e x p r e s s i o n ”という語を、我々は一般に「表現」と訳すが、この語は元来「外
に押し出す」という意味のラテン語“e x p r e m o ”に由来しており、“e x p r e s s ”は「表現す
る」と同時に「搾り出す」という意味を持つ12）。このような原意に沿って捉えるならば、

















































































































































































2）文部省『幼稚園教育百年史』（ひかりのくに，1979）p p .  336－337
3 ）同上書，p .  335
4 ）同上書，p .  415
5 ）森上史朗「幼稚園教育要領の変遷と実態」森上史朗編『幼児教育への招待─いま子どもが面白い─』（ミ
ネルヴァ書房，1998）p .  87
6 ）文部科学省「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会─論点整理
─について」（2014年 3 月31日）
7）奈須正裕『「資質・能力」と学びのメカニズム』（東洋館出版社，2017）p p .  50－51
8 ）同上書，p .  53
9 ）文部科学省『幼稚園教育要領解説』（フレーベル館，2018）p .  233
─ 29 ─
領域「表現」の意義と可能性に関する一考察
10）新村出編『広辞苑第五版』（岩波書店，1998）p p .  2275－2276の「表現」の項
11）松村明編『大辞林第二版』（三省堂，1995）p .  2200の「表現」の項
12）佐々木健『美学辞典』（東京大学出版会，1995）p .  54
13）De w e y , J o h n “Ar t  a s  E x p e r i e n c e ”（P e r i g e e  Bo o k s ，1934）p p .  61－62
14）佐々木，前掲書，p .  32
15）佐藤学は『表現者として育つ』の中で対談した三善晃の「内と外の円環運動」という表現に着目し、「…
『自己表現（s e l f - e x p r e s s i o n ）』を中心目的に掲げてきた芸術教育は『内』から『外』への教育でしかありえず、
『内』と『外』の円環を断ち切る教育、つまり、自己と世界を析出し続ける『表現』のいとなみを分断し抑
圧する教育として機能してきたのではないだろうか」と指摘している。
　　佐伯胖・藤田英典・佐藤学『表現者として育つ』（東京大学出版会，1995）p .  223
16）岡本夏木『幼児期─子どもは世界をどうつかむか─』（岩波書店，2005）p p .  126－127
17）同上書，p p .  84－85
18）同上書，p .  86
19）同上書，p .  89
20）同上書，p .  131
21）林達夫他監修『哲学事典』（平凡社，1971）p .  275の「感性」の項、及びイマヌエル・カント（熊野純彦
訳）『純粋理性批判』（作品社，2012）p .  70を参照。
22）桑子敏雄『感性の哲学』（日本放送出版協会，2001）p .  4
23）同上書，p .  4
24）同上書，p p .  4 － 5
25）片岡徳雄『子どもの感性を育む』（日本放送出版協会，1990）p .  75
26）岡本，前掲書，p .  2
